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１． 環境認識
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普通倉庫２１社統計 入庫高
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データ出典 ： 社団法人 日本倉庫協会 3



普通倉庫２１社統計 保管残高
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データ出典 ： 社団法人 日本倉庫協会 4



特積貨物輸送トン数
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データ出典 ： 国土交通省 トラック輸送情報 5



コンテナ取扱本数（京浜港）輸出入合計
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データ出典 ： 東京都港湾局 港湾統計 、 横浜市港湾局 横浜港の統計 6



コンテナ取扱本数（京浜港）前年同月比
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データ出典 ： 東京都港湾局 港湾統計 、 横浜市港湾局 横浜港の統計 7



国際航空貨物取扱量 輸出入合計
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データ出典 ： 社団法人 航空貨物運送協会 8



国際航空貨物取扱量 前年同月比
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データ出典 ： 社団法人 航空貨物運送協会 9



空室率

16.0%
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0 0%

2.0%

4.0%

13年6月 13年9月 13年12月 14年3月 14年6月 14年9月 14年12月 15年3月

東京ビジネス地区 8.5% 7.9% 7.3% 6.7% 6.5% 5.7% 5.5% 5.3%

横浜ビジネス地区 9.4% 8.8% 8.8% 9.3% 9.4% 9.0% 8.4% 8.1%

0.0%

データ出典 ： 三鬼商事株式会社 市況・データ情報 10



募集賃料相場（円／坪）

¥24,000

¥18,000

¥21,000

¥12,000

¥15,000

¥6 000

¥9,000

,

¥3,000

¥6,000

13年6月 13年9月 13年12月 14年3月 14年6月 14年9月 14年12月 15年3月

東京ビジネス地区 ¥16,377 ¥16,230 ¥16,207 ¥16,325 ¥16,607 ¥16,805 ¥16,953 ¥17,195

横浜ビジネス地区 ¥10,546 ¥10,564 ¥10,553 ¥10,513 ¥10,491 ¥10,471 ¥10,422 ¥10,415

¥0

データ出典 ： 三鬼商事株式会社 市況・データ情報 11



２． ２０１５年３月期 通期の実績
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当社業績

連結 前年同期比

単位：百万円

連結 前年同期比

１４／０３期 １５／０３期 増減額 増減率

営 業 収 益 ３５，２３７ ３８，４４５ ３，２０８ ９．１%

営 業 利 益 ２，３８２ ２，２９８ ▲８３ ▲３．５%

経 常 利 益 ２，５４４ ２，５６５ ２１ ０．８%

当 期 純 利 益 １ ５６４ １ ６３６ ７１ ４ ６%当 期 純 利 益 １，５６４ １，６３６ ７１ ４．６%

１株当たり当期純利益（円） ５１．５５ ５３．９１ ２．３６ ４．６%

営 業 収 益 営 業 利 益 率 ６．８% ６．０% ▲０．８pt －

総 資 産 １１４，６１３ １１４，５６６ ▲４７ ▲０．０%

純 資 産 ６２，６３０ ６５，３９６ ２，７６５ ４．４%

自 己 資 本 比 率 ５４．５% ５６．９% ２．４pt －

１株当たり純資産（円 ） ２ ０５６ ８９ ２ １４７ ２１ ９０ ３２ ４ ４%
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１株当たり純資産（円 ） ２，０５６．８９ ２，１４７．２１ ９０．３２ ４．４%



営業収益の主な変動要因

38,445
単位：百万円新規及び既存

取引拡大
（高木工業物流含む）

＋４ ４３３ ,＋４，４３３

35 237

その他大型
工事受注等
＋４２０35,237

空室による
不動産賃貸料減

▲２００

契約終了
条件変更
取扱減少等
▲１，４４５

2014年3月期 2015年3月期
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営業利益の主な変動要因

単位：百万円

2,382
取引拡大による

2,298
租税公課減

＋４７
空室、空坪発生
による賃貸料減

▲８０

利益増
＋９７

減価償却費増
▲１１１ その他（のれん等）

▲３６

2014年3月期 2015年3月期
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営業収益推移百万円

業績推移

33,635 34,380 34,809 35,237
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2015年3月期



セグメント別営業収益

単位：百万円

内部取引

不動産事業

内部取引
消去▲４９７ 不動産事業

６，０７４

内部取引
消去▲４８８

不動産事業
５，８５３
（16.4%）

（15.6%）

物流事業
２９ ８８１

営業収益
３５，２３７

物流事業
３２，８５９
（84 4%）

営業収益
３８，４４５

２９，８８１
（83.6%）

（84.4%）

2014年3月期 分類 2 2015年３月期 2015年３月期2014年3月期実績 2015年3月期実績
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2014年3月期 分類 2 2015年３月期 2015年３月期2014年3月期実績 2015年3月期実績



セグメント別営業利益

単位：百万円

不動産事業
１ ９５４ 不動産事業１，９５４
（47.9%）

動産事業
１，８１９
（45.5%）

物流事業
２，１２６
（52.1%）

物流事業
２，１７７
（54.5%）

2014年3月期 ２０１５年３月期2014年3月期実績 2015年3月期実績
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2014年3月期実績 2015年3月期実績



連結財政状態

総資産 純資産 負債

49 169

単位：百万円■総資産 ■純資産 ■負債

114 613 114 566

51,982 49,169

114,613

62,630

114,566

65,396

分類 1 分類 2 分類 3 分類 4前期末
（2014年3月31日）

今期末
（2015年3月31日）（2014年3月31日） （2015年3月31日）

主な要因
総資産：固定資産の減少、投資有価証券の売却による減少

負 債：長期借入金の減少、繰延税金負債の減少

純資産：利益剰余金の増加 有価証券評価差額金の増加

19

純資産：利益剰余金の増加、有価証券評価差額金の増加



営業収益科目別対比表物流事業

単位：百万円

保管料

14/03期 15/03期
倉庫作業料

14/03期 15/03期

6,017 5,990 5,862 7,014

既存施設の賃貸スペース化や料金改定
などの影響により前期比減収

第一三共社をはじめとする新規業務の
開始やITキッティングを含む既存業務の
拡大などにより前期比増収
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拡大などにより前期比増収



物流事業 営業収益科目別対比表

単位：百万円

陸運料

14/03期 15/03期
国際貨物取扱料

14/03期 15/03期

8 624 10,1028,624
6,118 6,190

高木工業物流の連結や第一三共社の配送
受託、ＡＴＭ関連の取扱が堅調に推移した
ことにより前期比増収

大型設備輸送の受託などにより前期比
増収
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ことにより前期比増収



物流事業 営業収益科目別対比表

単位：百万円

物流賃貸料

14/03期 15/03期
その他（物流）

14/03期 15/03期

1,610 1,757 1,627 1,788
茨木営業所の稼動や賃貸スペースの増加
などにより前期比増収

第一三共社の取扱開始などにより前期比
増収
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施設面積推移物流事業

所有 賃借

500,000
392千㎡

411千㎡
（124千坪）

431千㎡
（130千坪）

438千㎡
（132千坪）
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（134千坪）

㎡

81千㎡ 102千㎡
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96千㎡ 100千㎡400,000

392千㎡
（118千坪）

（124千坪）

200 000

300,000

310千㎡ 309千㎡ 318千㎡ 342千㎡ 342千㎡

100,000

200,000

0

,

2011年3月 2012年3月 2013年3月 2014年3月 2015年3月2015年3月2011年3月 2012年3月 2013年3月 2014年3月 2015年3月
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物流事業 トピックス －１－

メディカル分野拡大に向けた取組み

◆医薬品及び医薬部外品の取扱拡大

◆医療機器の取扱拡大

◆医薬品共同配送への取組み

◆メデ カル関連業務の拡大◆メディカル関連業務の拡大

◆ＩＳＯ１３４８５の取得検討◆ＩＳＯ１３４８５の取得検討
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物流事業 トピックス －２－

ＩＴキッティング拡大に向けた取組み

◆ＩＴキッティングユニットの設立

◆キッティングセンターの統合へ（芝浦）

・災害時の業務継続能力の向上、セキュリティの強化災害時の業務継続能力の向上、セキュリティの強化

・統合による競争力の強化

・一元管理による管理機能の強化
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トピックス －３－物流事業

１．新規取引の開始

（１）情報処理ｻｰﾋﾞｽ会社への賃貸 ・・・ 茨木営業所

（２）ファッションブランドの保管 ・・・ 加須第二営業所（ ）ファッションブランドの保管 加須第 営業所
（コレクションアーカイブ）

２ 既存取引の拡大２．既存取引の拡大

（１）大型設備の輸送 ・・・ 国際輸送センター

（２）アミューズメント品の保管／配送業務 ・・・ 大黒流通センター

（３）情報処理ｻ ﾋﾞｽ会社のｷ ﾃ ﾝｸﾞ業務 ＩＴｷ ﾃ ﾝｸﾞ ﾄ（３）情報処理ｻｰﾋﾞｽ会社のｷｯﾃｨﾝｸﾞ業務 ・・・ ＩＴｷｯﾃｨﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ

・・・など
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物流事業 トピックス －４－

高木工業物流株式会社の株式取得

◆運送事業

・既存顧客を中心に拡大

安田運輸との協力体制（東西幹線輸送）・安田運輸との協力体制（東西幹線輸送）

◆請負・派遣事業

・九州地区で派遣事業を開始
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物流事業 トピックス －５－

ＪＢＬ 新型ネステナー中間棚の開発

50角スチール製
中フレーム

実例

棚板
テクセル（T8）

棚板組み合わせ状態 全日本物流改善事例大会2015にて

28

棚板組み合わせ状態 全日本物流改善事例大会2015にて
優秀事例として発表！



営業収益科目別対比表不動産事業

単位：百万円

不動産賃貸料

14/03期 15/03期
その他（不動産）

14/03期 15/03期

4,177 3,976
1,200 1,625

テナントの入れ替えによるフリーレントの
発生や料金改定等により前期比減収

大型工事の受注等により前期比増収
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設備投資・借入金

期 期 増減額
１６／０３期

単位：百万円

１４／０３期 １５／０３期 増減額
１６／０３期
（予想）

設 備 投 資 額 ３，５９７ ２，０９３ ▲１，５０４ ３，３５３

主 な 投 資 案 件 ・茨木営業所設備投資
・区分所有の購入 など

減 価 償 却 費 ２，１２９ ２，２４１ １１２ ２，２７５

期末借入金残高 ２５，００５ ２２，７９５ ▲２，２１０ ２３，８１７
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３． ２０１６年３月期 通期の見通し
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業績予想(通期）

15/03期 16/03期 前期比

単位：百万円

通期実績 上期予想 下期予想 通期予想 増減額 増減率

営 業 収 益 ３８ ４４５ １９ ６００ ２０ ４００ ４０ ０００ １ ５５５ ４ ０%営 業 収 益 ３８，４４５ １９，６００ ２０，４００ ４０，０００ １，５５５ ４．０%

営 業 利 益 ２，２９８ ７００ １，３００ ２，０００ ▲２９８ ▲１３．０%

経 常 利 益 ２，５６５ ８５０ １，４５０ ２，３００ ▲２６５ ▲１０．４%

当 期 純 利 益 １，６３６ ２００ ９５０ １，１５０ ▲４８６ ▲２９．７%

・営業収益は、高木工業物流株式会社の通期寄与、貨物取扱の拡大などに
より増収を見込む

・営業利益は、再開発を見込んだテナント契約終了の影響などにより減益を営業利 、再開発を見 契約終 影響 り減 を
見込む

・当期純利益は、再開発に向けた固定資産の棄却により減益を見込む 32



重点施策

メディカル分野の深耕拡大

キッティング関連の業容拡大

高品質かつ柔軟な輸送体制の構築

国際貨物取扱の拡大

中国（上海）の倉庫事業拡大

鶴屋町の再開発推進

33



配当政策

＜配当方針＞

安定配当を基本としつつ、利益水準等を勘案して決定

2012年３月期 年間配当14円 （連結配当性向29.9%)

安定配当を基本とし 、利益水準等を勘案して決定

2013年３月期 年間配当14円 （同26.6%)

2014年３月期 年間配当14円 （同27.2%)

2015年３月期 年間配当14円 （同26.0%)

2016年３月期 配当水準維持予定2016年３月期 配当水準維持予定

年間配当14円予定

（中間配当：7円、期末配当：7円）
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むすび

お客様を支える存在になる為に

「品質」と「生産性」の向上

お客様の潜在ニーズに
先回りして応える営業先回りして応える営業

ソリューション提案型企業

Ｃｓ ＳＴＥＰ ２０１５
サプライチェーンを支える優れたサプライチェーンを支える優れた

物流企業
35



当資料は、投資判断の参考となる情報の提供を唯一の目的としたもので、投資勧誘を
目的として作成したものではありません。目 作成 も あり 。
当資料は、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は将来の業績を
保証するものではなく、リスクと不確実性を内包するものであります。将来の業績は、
経営環境等の変化に伴い、目標や計画に対し変化し得ることにご留意下さい。
投資を行う際には、必ず弊社が作成する有価証券報告書等をご覧いただいた上で、
投資家ご自身の判断で行うようお願いいたします。


